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　はじめに

シマガツオ科魚類 Bramidaeは日本近海から 6

属 10種が知られ（波戸岡・甲斐，2013; Hibino et 

al., 2014），そのうちツルギエチオピア Taractes 

rubescens (Jordan and Evermann, 1887)を除く 9種
が鹿児島県から報告されている（畑ほか，2015；
畑・本村，2016；畑，2017, 2018）．また，本科魚
類の 1種，リュウグウノヒメ Pterycombus petersii 

(Hilgendorf, 1878)は漁獲されることが極めて稀な
魚として知られる（Last and Moteki, 2001）．本種
は幼魚期に極めて大きな背鰭と臀鰭をもち（波戸
岡・甲斐，2013），その特徴的な形態から日本近
海において漁獲されると，報告されることも多く
（例えば田中，1950；水沢，1964；本間・杉原，

1964），水族館において飼育が試みられたことも
ある（冨山，2013）．しかし，鹿児島県における
記録は極めて少なく，薩摩半島西岸（南さつま市
笠沙町沖）と大隅半島東岸（内之浦湾）からのも
のに限られ（畑ほか，2015；畑，2018），薩南諸
島における記録はなかった．

2016年 7月 20日，鹿児島県大隅諸島種子島北
方から延縄により，1個体のリュウグウノヒメが
漁獲された．本標本は薩南諸島における本種の初
めての記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法はMoteki et al. (1995)にしたがっ
た．標準体長は体長と表記し，デジタルノギスを
用いて 0.1 mmまでおこなった．各種の生鮮時の
体色の記載は，固定前に撮影された鹿児島県産標
本のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮
影，および固定方法は本村（2009）に準拠した．
本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物
館（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時
の写真は同館のデータベースに登録されている．

　結果と考察

Pterycombus petersii (Hilgendorf, 1878)

リュウグウノヒメ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 88482，体長 206.9 mm，尾叉
長 234.9 mm，全長 261.1 mm，鹿児島県大隅諸島
種子島北方（西之表市国上喜志鹿崎と肝属郡南大
隅町佐多辺塚辺塚の間；30°56′N, 130°57′E），水
深 130 m, 2016年 7月 20日，延縄，漁船第三鳳洋
丸が漁獲．

記載　背鰭条数 48；臀鰭条数 40；胸鰭条数
20；腹鰭条数 I, 5；縦列鱗数 49；側線上方横列鱗
数 7；側線下方横列鱗数 12．
体各部測定値の体長に対する割合（%）：体高

40.3；体幅 10.7；頭幅 11.3；背鰭前長 18.7；臀鰭
前長 32.2；腹鰭前長 26.0；胸鰭前長 24.6；背鰭基
底長 76.7；臀鰭基底長 70.0；背鰭起部から胸鰭基
底上端までの長さ 24.2；胸鰭基底長 4.5；胸鰭基
底上端から臀鰭起部までの長さ 16.6；尾柄長
11.4；尾柄高 6.2；頭長 24.5；背鰭第 5軟条長 5.3；
臀鰭第 5軟条長 76.4；後ろから数えて 5番目の背
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鰭軟条長 13.7；後ろから数えて 5番目の臀鰭軟条
長 13.5；尾鰭上葉長 29.3；尾鰭賀陽町 29.6；尾鰭
中央軟条長 13.4．
体各部測定値の頭長に対する割合（%）：吻長

24.5；水平眼窩径 31.6；最大眼窩径 31.9；眼隔域
幅 25.1；上顎長 53.3．
体は卵型で強く側扁し，体高は背鰭第 9軟条

起部で最大．体背縁は吻端から背鰭第 12軟条起
部付近にかけて上昇し，そこから尾鰭基底上端に
かけて緩やかに下降する．体腹縁は下顎先端から
臀鰭起部付近にかけて下降し，そこから尾鰭基底
下端にかけて緩やかに上昇する．背鰭起部は眼の
後端よりもわずかに後方，背鰭基底後端は臀鰭第
39軟条起部直上にそれぞれ位置する．背鰭背縁
は起部から第 12軟条後端にかけて急に上昇し，
そこから最後軟条である第 48軟条後端にかけて
緩やかに下降する．背鰭最長軟条は第 12軟条で，
体高よりも長い．背鰭前部の軟条はいずれもほぼ
同じ太さ．腹鰭起部は背鰭起部よりもわずかに後

方に位置する．たたんだ腹鰭の後端は臀鰭起部に
達しない．胸鰭基底上端は背鰭第 8軟条起部直下，
眼の下端よりも下方に位置する．胸鰭基底下端は
背鰭第 9軟条起部直下，口を閉じたときの主上顎
骨下端よりも下方に位置する．胸鰭後縁は丸みを
帯び，後端は背鰭第 23軟条起部直下に達する．
胸鰭上縁，後縁，および下縁はいずれも直線状に
近い．臀鰭起部は胸鰭上端と背鰭第 6軟条起部よ
りもわずかに後方に位置する．臀鰭基底後端は背
鰭基底後端よりもわずかに後方に位置する．臀鰭
腹縁は起部から第 4軟条後端にかけて急に下降
し，そこから最後軟条である第 40軟条後端にか
けて緩やかに下降する．臀鰭最長軟条は第 4軟条
で，体高よりも長い．尾鰭は二叉型を呈し，深く
湾入する．尾鰭は両葉の中央部まで被鱗する．尾
鰭を除き，各鰭は被鱗しない．体側鱗は背腹方向
に長い円鱗で，剥がれにくい．胸鰭よりも後方の
各体側鱗の中央部に前後方向に長い隆起線があ
る．背鰭と臀鰭の基底部には前後方向に長い鞘状
鱗が並ぶ．背鰭と臀鰭は左右の鞘状鱗の間にたた
むことができる．吻部と下顎は無鱗．肛門は正円
形に近い形状を呈し，臀鰭起部前方に位置する．
眼と瞳孔はともに正円形．鼻孔は 2対で眼の前方
に位置し，互いに近接する．前鼻孔は正円形，後
鼻孔は背腹方向に長い裂孔状をそれぞれ呈する．
口は大きく，上顎後端は瞳孔先端よりも後方に達
する．下顎先端は上顎先端よりも突出する．上顎
には鋭い円錐形の歯が側部で 1列に，先端付近で
2列に並ぶ．下顎には鋭い円錐歯が側部で 2列に，
先端付近で数列に並ぶ．

色彩　生鮮時の色彩―体は一様に銀白色．背
鰭と臀鰭の各軟条は白色．背鰭と臀鰭の各軟条間
の鰭膜は黒色を呈し，背鰭中央部と臀鰭下縁の鰭
膜は灰色．腹鰭は一様に黒色．胸鰭は白色半透明
を呈し，腋部は黒色．尾鰭は黒色を呈し，後縁は
半透明．尾鰭状の鱗は銀白色．瞳孔は銀白色を呈
し，虹彩は青みがかった黒色．

分布　南アフリカ大西洋沿岸とアフリカ東岸
から日本，ニュージーランド北方，キリバスにか
けてのインド・太平洋に広く分布する（Mead, 

1972; Last and Moteki, 2001； 波 戸 岡・ 甲 斐，

Fig. 1. Fresh specimen of Pterycombus petersii. KAUM–I. 88482, 
206.9 mm standard length, north of Tanega-shima island in the 
Osumi Islands, Kagoshima Prefecture, Japan.
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2013）．日本国内においては東北地方沖から慶良
間諸島にかけての太平洋，北海道から山口県にか
けての日本海沿岸，薩摩半島西岸，九州－パラオ
海嶺，および東シナ海から記録されており（山田
ほか，2007；波戸岡・甲斐，2013；畑ほか，
2015；藤原ほか，2018；畑，2018），新たに本研
究により，大隅諸島種子島近海における分布が確
認された．

備考　種子島産の標本は背鰭起部が眼の後端
よりもわずかに後方に位置すること，背鰭と臀鰭
の前部の軟条がいずれもほぼ同じ太さであるこ
と，背鰭と臀鰭が被鱗しないなどの特徴がMead 

(1972) や Last and Moteki (2001)，波戸岡・甲斐
（2013）の報告した Pterycombus petersiiの標徴と
よく一致した．
リュウグウノヒメの日本国内における分布状

況と和名の変遷は，畑ほか（2015）と畑（2018）
に詳述されている．分布の項目で述べたとおり，
リュウグウノヒメの日本国内における分布は広い
ものの，本種の鹿児島県内における記録は極めて
少なく，以下の 3例に限られる：畑ほか（2015）
が薩摩半島西岸に位置する南さつま市笠沙町と坊
津町の沖から定置網により得られた 2個体
（KAUM–I. 12001，体長 168.0 mm，KAUM–I. 30506，
体長 132.1 mm）を報告したもの；畑（2018）が大
隅半島東岸に位置する内之浦湾において定置網に
より得られた 1個体（KAUM–I. 101850，体長
158.1 mm）を報告したもの；公益財団法人鹿児
島市水族館公社（2018）が内之浦湾から得られた
もの［畑（2018）が報告した個体と同じ］と薩摩
半島西岸に位置する秋目から得られた個体（標本
は残されていない）を報告したもの．したがって，
種子島北方から採集されたリュウグウノヒメは，
本種の薩南諸島における初めての記録となる．
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